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研究授業「発達心理学Ⅰ」の実施

西 浦 和 樹・松 原 勝 敏

“ Ⅰ”Practical Study of Teaching Developmental psychology
Kazuki Nishiura, Katsutoshi Matsubara

Abstract

This purpose of this study was to investigate a practical study of teaching developmental
Ⅰ ,psychology at department of early childhood care and education in Takamatsu Junior College

in order to improve the teaching methods students and some teachers were present at this. 106

. “ ”,“ － ”,class Teaching materials were prepared for parenting parent child relationship
“ .” .counseling mind Immediately after teachers held a meeting and discussed teaching methods

The discussion suggests an importance of discussing their common problems for teaching(1)

and conducting self reliant effort by the teachers themselves in order to acquire more(2) －

.teaching skills

はじめに

本稿は，平成15年度から本学保育学科が実施している授業改善のための事業「保育学科

における教員の授業研究の実施」（大学教育高度化推進特別経費 平成15年 教育・学習

方法等改善支援経費）の一環として行われた研究授業の記録である。

発達心理学Ⅰの研究授業は，保育学科の西浦和樹助教授の担当で，平成16年１月19日に

行われた。本学紀要第42号の別稿にも記してあるとおり，保育学科の研究授業は，教育改

善において他学科の牽引力となることを目指しており，今回も研究授業は，短大にある他

学科の教員だけでなく，併設の大学の教員に対しても公開で行われた。その結果，他学科

の教育改善の志が高い教員の参加を得ることができ，意義あるものとなったことは間違い

ない。

ところで，本稿は，西浦と松原の共著という形をとっているが，これは，本学紀要の執

筆要項の制約によるものである。つまり，西浦助教授は，平成16年３月をもって本学の職

を辞し，他大学に転出された。そのために，本学紀要の執筆資格を失ってしまったので，
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この公開授業に関する記録を紀要に掲載するためには，松原と共著という形をとらざるを

得なかったのである。よって，本稿は，松原の名前が執筆者に挙げられているけれども，

実質的に西浦助教授お一人の業績である。

なお，一言付言するならば，この研究授業が行われたとき，西浦助教授の転出は既に決

定していた。そこで，たいていの方であれば，転出を理由に研究授業の担当を断るのであ

ろうが，彼は，本学の教育改善のためにその労を快くとってくれた。ここに事業を推進す

る責任者として感謝申し上げる次第である。
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研究授業「発達心理学 」（2004年１月19日 ２校時）Ⅰ

教科書

小林芳郎（監修） 寺見陽子（編著） 2003

子どもと保育の心理学―発達臨床と保育実践― 保育出版社

本書は発達と育ちの全体像を把握させること，またその諸側面についても把握させる

ことを目指した構成になっている。また，授業では全体像を把握させることに重点を置

き，事例もふんだんに盛り込まれていることから，自習による諸側面を把握させること

も可能である。

授業進行状況

１．オリエンテーション

２．私たちは今

３．保育実践と心理学

４．子どもの発達の基本

５．母と子の出会い：子どもの出生と母子相互作用をめぐって

６．初期コミュニケーションと心の芽生え

７．前半まとめ

８．やりとり関係と自我の芽生え：２歳前後から３歳にかけて

９．自分らしさの発見（基本的生活習慣と自我の芽生え）：３歳から４歳の頃

10．（レポート課題）

11．子どもの思考の発達

12．親性の発達とその支援

13．全体のまとめ

昨年度と教科書変更のため，授業シラバスを大幅に修正し，教科書の章立てに沿った

授業進行を心がけた。
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研究授業計画案（下図参照）

導入部分では，課題を設定し，板書することで，学生にノートを取らせ，雑談してい

る学生の注意を向かせるようにした。さらに，本講義と関連する身近な話題を取り上げ，

学生の興味関心をひきつけるように心がけた。具体的には，デジタルカメラの画像を使

い，自分自身の家族構成や近況を紹介した。返報性の原理を応用したものであり，自己

開示によって話に集中できるようにとの意図を持って行った。課題に関連する親性の発

達過程についての講義を配布資料（補助資料参照）に沿って行った。同様に，共依存，

カウンセリングマインドについての講義を行った。

授業計画案 2004年１月19日（月） 第２限

（ 発達心理学Ⅰ ） （ 12 ） （ 親性の発達とその支援 ）科目 第 講

授 業 内 容 備 考
時 間

（学生への指示，説明，討論，作業など） （気がついたこと）

テレビモニタの電源授業準備
が落ちていた。授業開始

導入：西浦家の冬休み（自己開示：返報性の原理）
問１：自分・家族のライフラインの作成10
チェックリストによる共依存度チェック
（自分と自分の家族についての理解度を確認する）20
・親性の発達
・愛着理論との関係30
・親になるための準備

40
問２：いくつかの事件に共通する事柄は？
（共依存についての理解を深める）50
・共依存症の特徴
・殺意をはらんだ関係について60

・親性の発達に影響を与える要因70
・保育士による子育て支援
（カウンセリングマインドの理解）80

90

用意するもの

連 絡 事 項

そ の 他
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研究授業及び検討会

授業計画案に従って，研究授業及び討論会が行われた。尚，研究授業へは，保育学科

専任教員が中心に，授業の参加観察記録を取ることとなった。これらの記録に基づき，

授業担当者が検討会の資料を作成した。尚，本記録の一部は，それらの資料に基づき加

筆・修正したものである。

○研究授業

日 時：2004.１.19.２校時 10：40～12：10

場 所：Ａ31号教室

授業科目：発達心理学Ⅰ（担当：西浦和樹）

対 象：保育学科１年生，音楽科１・２年生

○検討会

日 時：2004.１.19.５校時 16：20～17：50

場 所：保育演習室（Ａ館４Ｆ）

授業は，半期を通じて座席指定で行い，教科書を補う形で配布資料を用意し，適宜対

応した。また，学生へのわかりやすさを最も考慮し，授業内容は重要語句を最大３つま

でとし，それらの内容を十分に理解できるよう，新聞記事や資料として活用できる図書

から関連する記事を抜粋し，重要語句と関連付けて理解できるように配慮した。以下，

ビデオ録画を自分自身で一通りチェックすることを行い，授業計画を，導入部，展開部，

終結部に分け，本時実践を考察する。

授業導入時の授業計画として，教員が課題を板書し，学生がその課題を検討するよう

に設定した。授業導入時に，学生が課題をノートに書くことによって，学生の私語をな

くし，授業に集中させることを意図していた。また，課題の内容も自分自身の発達記録

（ライフライン作成）を考えさせることで，後の家族関係や親性の発達へスムーズに移

行させるためのウォーミングアップ課題に位置づけていた。

「自分のライフラインを書いてみるところから自分の成長発達を想起し，家族につい

ても考えさせることにより，如何に関わりを持っているか，知らないことがあるか，を

知ることができる」との観察記録にある通り，導入部での課題の設定は，学生を授業に
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集中させるために有効であると考えられる。一方，課題への取り組み中での教員の行動

について，「課題に取り組ませる過程での補足は適切か」との指摘があった。学生の作

業進行状況を教壇から見える範囲で行ったこと，さらに，課題を与えた後，学生の作業

状況が遅いと感じたために，学生に十分な時間を与えることなくヒントを与えることと

なった。これらの行動は，「うまく学生に作業させなければならない」という教員のあ

せりから生ずるものと省察される。課題への取組みには，予め十分な時間を設定する必

要があろう。

授業展開時の授業計画として，導入部での問題提起に基づいて，「親性」により親子

関係と愛着理論の理解を目的とし，さらに，第二の課題として親子関係をめぐる事件を

題材として，「共依存」という依存症の理解を目的としていた。これらの箇所は，授業

の流れがわかるように，配布資料に沿って，適宜板書した。

ここでは，「プリントのタイトルをそのまま板書することに意味があるのか」「導入

部は良かったが中段での工夫が欲しい」との指摘があった。この点は，授業の展開部を

如何に工夫すればよいのか，というメタ知識を十分に持ち合わせていなかったことによ

るであろう。一つの改善策として，「プリント配布のタイミングを工夫してはどうか」

といった指摘もあることから，資料配布のタイミングなど細かな点で授業改善の余地が

残されている。

授業終結部について，保育士として対応できる子育て支援の視点として，カウンセリ

ングマインドの理解を目的として授業を行った。やはり，親性の理解と支援のまとめと

して，複雑化する親子関係を理解し，支援するためには，常日頃から子育てに関わる人

々とのコミュニケーションが重要になるとの実感からである。

社会問題を題材としたために，幾分，健全な親子関係との対比という点で不十分で

あったように伺える。

「社会問題にもなるような病理から親子関係を説明されていたので，健全な関係性と対比

していたら，わかりやすかったかもしれない」という指摘もあった。学生の好奇心を惹

くために，話題性の高い社会問題を扱ったあまり，日常レベルとの乖離が大きくなり過

ぎたようであった。この点は，教材準備に十分な時間をかけるなど，学生にとって関心

事が何であるかを把握しておくことが必要であり，普段からの学生とのコミュニケー

ションが重要であると考える。

以上の通り，授業検討会を通して，導入部，展開部，終結部のそれぞれにおいて，課
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題への取り組ませ方，資料配布のタイミング，日常性の高い話題提供をすることの重要

性，といった授業改善点が指摘された。これらの指摘は，ビデオ記録により自己の教育

活動を内省すること，他教員の観察記録の指摘により省察すること，あるいは自己の教

育活動に潜在する問題点を顕在化する授業検討会で討論すること，といった一連の取組

みが授業に関する知識の共有化を促すことを示唆するものであろう。

さらに，他教員が授業に参加することで，教員同士で互いの授業内容を確認しあうな

ど，授業内容を調整する働きかけが見られるなど，当初の予想を超えた検討会の効果を

知ることができた。

このような研究授業や検討会の実施は，教員が授業改善という共通の問題意識を持っ

て課題解決に当たることの重要性を示すものであり，さらに，教員同士の授業改善へ動

機づけを高めることにつながれば，教員個々の自助努力によって更なる授業スキルの向

上も可能となるだろう。今後の継続的な取組みが期待される。
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本研究授業・検討会の実施に当たり，企画運営に御尽力頂いた保育学科専任教員の先生

及び事務員の皆様に深く感謝致します。

補助資料（配付資料）

第12講 親性の発達とその支援

１．親性の発達過程

(1) 親性：親として育ちゆく命である子どもを慈しみ育もうとする心性。親性の豊かさ

は個人差が大きい。

・親性の発達：誰もが親になったときは初心者で未熟だが，子どもを育てる経験を通
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２．親性の発達に影響を与える要因

(1) 養育意識や養育行動に影響を与える要因

・親側の要因：パーソナリティ，心身の健康，仕事の有無，母親の孤立感など。

・子ども側の要因：気質，身体的特徴，性別，年子，多胎児など。

・環境要因：夫婦関係，親族や近隣との関係，子育て援助の有無，経済状態など。

養育行動の規定因（ベルスキー）と養育に関連する問題（図10－１）

１）親自身の心理・感情的要因（パーソナリティや幸福感，親自身の生育歴）

→嗜癖（しへき）者（アルコール依存，賭博マニア，過食・拒食，仕事中毒，色情狂，

犯罪癖，家庭内暴力の息子，神経症の親など）

２）親子を取り巻く社会的要因（夫婦関係や仕事，親の交友関係やサポートなどを含

む）→家族の孤立化（西山・信田，2000），幼児虐待

（殺意をはらんだ関係：共依存）

特定の他者の行動に左右されていて，かつ，自分は相手の行動をコントロールしなけ

ればならないという強迫観念にとらわれている人のこと（ビーティ，1999）。

◆症状が進んでくると,,,

・無気力になる。

・抑うつ状態になる。

・引きこもり，孤立する。

・日常の雑事を全くしなくなる。

・子どもを虐待したり，自分の責任範囲のことまで無視したりするようになる。

・絶望的になる。

・自分が罠にかかっていると思い込み，そこからの逃亡を考えるようになる。

・自殺を考える。

・暴力的になる。

・情緒的，精神的，肉体的にも病んでくる。

・過食，拒食などの摂食障害が起こるようになる。

・アルコールや薬物などを常用するようになる。
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する。

④ 問題の内容によっては，親に必要な情報を提供したり，そのときに応じた適切な

助言をする。そのためにも，保育士は発達に関する知識を十分に持つ必要がある。

⑤ 自分と同じように子育てしている人がいたり，同じ悩みを持っている人がいるこ

とに気づくことは，親の負担感を軽減することに役立つ。そこで，保育士は親同士

で意見を交換し合えるグループ活動を設定したり，参加に誘ったりする。
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(5) 次のうち少なくとも三つが存在する。

①過度の否認，②感情の抑圧，③抑うつ，④過度の用心深さ，⑤強迫性，⑥不安，

⑦物質乱用，⑧反復する身体的・性的虐待，⑨ストレス性の病気，

⑩物質乱用者と少なくとも二年以上関係があり援助を受けないでいる。

○最近，次のようなことで悩んだりしていませんか？

 

図４－７ ライフラインの例
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